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2026年８月７日 

各  位 

会 社 名 デ ン カ 株 式 会 社 
代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  石 田 郁 雄 

 （コード番号：４０６１ 東証プライム） 

問 合 せ 先 コーポレートコミュニケーション部長 
        山 本 浩 之 

 （ＴＥＬ：０３－５２９０－５５１１） 
 

2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2026年５月13日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間

期）連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

（１）2027年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2026年４月1日～2026年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属す

る 中 間 純 利 益 

１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

210,000 

百万円 

12,000 

百万円 

7,000 

百万円 

0 

円 銭 

0.00 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 205,000 17,000 11,000 0 0.00 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △ 5,000 5,000 4,000 ―  

増  減  率 （  ％  ） △2.4% 41.7% 57.1% ―  

(ご参考)前第 ２ 四半期連結実績 

( 2 0 2 6 年 ３ 月 期 中 間 期 ) 
196,699 9,740 6,791 3,902 45.28 

 

（２）業績予想の修正理由 

2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想につきましては、電子・先端製品等の需要が堅調に

推移していることに加え、ポリマーソリューション製品等において、中東情勢の影響による急激な原燃

料価格の上昇に対応した販売価格改定を実施したことに伴う在庫受払による一時的なプラス影響が見込

まれる一方、ライフイノベーション製品の需要は想定を下回る見通しです。この結果、売上高は前回公

表予想を下回る一方、営業利益および経常利益は前回公表予想を上回る見通しです。また、親会社株主

に帰属する中間純利益は、期限を定めず暫定停止している米国子会社である Denka Performance 

Elastomer LLC の事業整理損失（特別損失）等の計上を見込んでいることから、前回公表予想を据え置

きとしております。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、今回見直しは行っていません。第２四半期連結決算発表

時に見直しを行う予定です。 

 

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


